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死
亡
原
因
３
位
は
肺
炎

日
本
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第
１
位
は
﹁
が
ん
﹂、
第
２
位
が
﹁
心
疾

患
﹂、
そ
し
て
第
３
位
は
﹁
肺
炎
﹂
で
す
︵
グ
ラ
フ
１
︶。

以
前
は
﹁
脳
血
管
疾

患
﹂
が
３
位
で
し
た
が
、

平
成
23
年
以
降
は
肺
炎
が

そ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま

す
。
肺
炎
で
亡
く
な
る
人

の
数
は
75
歳
を
過
ぎ
る
と

急
激
に
増
加
し
ま
す
。
特

に
男
性
に
多
く
、
90
歳
以

上
の
男
性
に
限
れ
ば
、
死

亡
原
因
の
ト
ッ
プ
に
な
っ

て
い
ま
す
︵
左
ペ
ー
ジ
グ

ラ
フ
２
︶。

肺
炎
と
は
、
何
ら
か
の

病
原
微
生
物
が
肺
に
侵
入

し
、
急
性
の
炎
症
を
起
こ

し
て
い
る
状
態
で
、
発

熱
・
せ
き
・
た
ん
・
呼
吸

困
難
・
胸
痛
な
ど
の
症
状

が
見
ら
れ
ま
す
。

最
も
多
い

﹁
肺
炎
球
菌
肺
炎
﹂

原
因
と
な
る
微
生
物
は
多
数
あ
り
、﹁
口
・
鼻
の
奥
・
喉
な
ど
に
い
る
一
般

細
菌
﹂﹁
保
菌
者
か
ら
の
病
原
微
生
物
︵
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
︶﹂﹁
環
境
中

の
病
原
体
︵
レ
ジ
オ
ネ
ラ
な
ど
︶﹂
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
最
も
多
い

の
は
、
一
般
細
菌
の
﹁
肺
炎
球
菌
﹂
で
す
。

﹁
肺
炎
球
菌
肺
炎
﹂
は
高
齢
者
に
多
く
、
重
症
化
す
る
危
険
性
も
高
い
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
免
疫
機
能
が
低
下
し
、
全
身
状
態
の
良
く
な
い
方
に

と
っ
て
は
、
命
取
り
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

誤
嚥
が
原
因
に

細
菌
が
肺
に
侵
入
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
高
齢
者
の
場
合
、
多
く
が
﹁
誤�

嚥�
�

﹂
に
よ
る
も
の
で
す
。
誤
嚥
と
は
、
食
べ
物
や
飲
み
物
を
う
ま
く
飲
み
込

め
な
い
﹁
嚥
下
障
害
﹂
を
起
こ
し
、
通
常
は
入
ら
な
い
は
ず
の
細
菌
が
、
唾

液
や
胃
液
と
共
に
、
誤
っ
て
気
管
・
気
管
支
に
入
る
こ
と
で
す
。
高
齢
者
肺

炎
の
70
パ
ー
セ
ン
ト
は
﹁
誤
嚥
性
肺
炎
﹂
と
言
わ
れ
、
再
発
を
繰
り
返
す
の

が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
こ
の
肺
炎
の
や
っ
か
い
な
と
こ
ろ
は
、
発
熱
・
せ
き
・
た
ん
な
ど

の
典
型
的
な
症
状
に
乏
し
い
こ
と
。﹁
何
と
な
く
元
気
が
無
い
﹂﹁
食
欲
が
無

高
齢
者
に
と
っ
て
肺
炎
は
命
取
り
に
も
な
る
病
気
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
や
口
腔
ケ
ア
で
、
積
極
的
に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

❶
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仙台厚生病院呼吸器内科
主任部長　本田　芳宏先生

平成 25年人口動態統計月報年計（概数）の概況：厚生労働省

悪性新生物
28.8%

その他
26.1%

脳血管疾患
9.3%

老衰
5.5％

自殺
2.1%

不慮の事故
3.1%

心疾患
15.5%

肺炎
9.7%

グラフ1　 主な死因別死亡数の割合（平成25年）
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い
﹂﹁
食
事
中
に
む
せ
込
む
﹂﹁
喉
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
な
っ
て
い
る
﹂
な
ど
、
い
つ

も
と
様
子
が
違
う
時
は
、
早
め
に
か
か
り
つ
け
医
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

発
症
・
重
症
化
を
防
ぐ
対
策

医
療
機
関
で
は
、
症
状
と
胸
部
画
像
の
所
見
か
ら
診
断
を
行
い
ま
す
。
治

療
は
、
抗
菌
薬
の
内
服
ま
た
は
注
射
に
よ
る
原
因
菌
の
除
去
で
す
。

予
防
策
は
、
第
１
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
ワ
ク
チ
ン
は
、
肺
炎
の
中
で
最
も
頻
度
の
高
い
肺
炎
球
菌
肺
炎
の
発
症
を

抑
え
、
感
染
し
て
も
重
症
化
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
定
期
接
種
制
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
︵
※
６
ペ
ー
ジ
に
詳
細
︶。
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
長
期
療
養
施
設
に
入
居

し
て
い
る
方
、
慢
性
基
礎
疾
患
︵
呼
吸
器
疾
患
・
糖
尿
病
・
慢
性
心
不
全
・

慢
性
肝
疾
患
な
ど
︶
を
有
す
る
方
、
免
疫
機
能
が
低
下
し
て
感
染
症
に
か
か

り
や
す
い
方
は
、
特
に
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

予
防
の
第
２
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
よ
っ
て
気
管
支
粘
膜
が
障
害
さ
れ
、
二
次
的
に
肺
炎
を
発
症
す
る

例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
細
菌
性
肺
炎
を
予
防
す
る
意
味
で
も
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者
の
い
る
家
庭
で
は
、

家
族
全
員
の
接
種
が
望
ま
れ
ま
す
。

第
３
は
、
う
が
い
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
、

口
腔
ケ
ア
な
ど
の
一
般
的
な
感
染
対
策
で
す
。

禁
煙
と
持
病
の
治
療
に
も
努
め
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
策
で
す
が
、

食
後
２
時
間
は
横
に
な
ら
ず
、
休
む
場
合
は
下

の
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
な
姿
勢
を
保
持
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
、
胃
液
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

口
腔
ケ
ア
は
、
口
の
中
の
雑
菌
が
減
り
、

嚥
下
反
射
も
改
善
す
る
の
で
、
誤
嚥
性
肺
炎
に

は
特
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
継
続
し
て
く

だ
さ
い
。

❷
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グラフ2　 性・年齢別に見た主な死因の構成割合（平成25年）
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肺
炎
を
口
か
ら
予
防
す
る
理
由

高
齢
者
の
肺
炎
の
70
％
は
、
細
菌
が
唾
液
や
胃
液
と
共
に
肺
に
流
れ
込
ん

で
生
じ
る
﹁
誤
嚥
性
肺
炎
﹂
で
す
。

高
齢
に
な
る
と
、
ゴ
ッ
ク
ン
と
飲
み
込
む
﹁
嚥
下
機
能
﹂
や
、
気
管
に
入

っ
た
異
物
を
排
出
す
る
﹁
せ
き
反
射
﹂
が
弱
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

本
来
は
肺
に
入
ら
な
い
食
べ
物
や
飲
み
物
が
流
れ
込
ん
だ
り
、
胃
の
内
容
物

が
逆
流
し
た
り
し
ま
す
。
睡
眠
中
、
無
意
識
に
唾
液
が
流
れ
込
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

食
べ
物
、
胃
液
、
唾

液
に
混
じ
る
細
菌
は
、

自
分
の
口
か
ら
流
れ
落
ち
て
い
ま
す
。
口
の
中
は
適
度
な
温
度
・
湿
度
が
保

た
れ
た
〝
細
菌
培
養
器
〟
で
す
か
ら
、
積
極
的
に
ケ
ア
を
し
な
け
れ
ば
、
菌

は
増
え
る
一
方
で
す
。

で
は
﹁
口
の
中
を
キ
レ
イ
に
す
れ
ば
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
役
立
つ

か
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
は
科
学
的
根
拠
が

あ
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
１
は
、
歯
科
衛
生
士
が
週
に
１
度

口
腔
ケ
ア
を
し
た
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
と
、
し
な
か
っ
た

グ
ル
ー
プ
の
２
年
間
を
追
っ
た
調
査
結
果
で
す
。
口
腔

ケ
ア
を
し
た
グ
ル
ー
プ
の
肺
炎
発
症
率
は
、
明
ら
か
に

下
が
っ
て
い
ま
す
。

グ
ラ
フ
２
は
、
脳
血
管
障
害
に
よ
り
嚥
下
障
害
を
起

こ
し
た
高
齢
者
を
対
象
に
、
嚥
下
反
射
を
調
べ
た
結
果

で
す
。
毎
食
後
キ
チ
ン
と
歯
磨
き
を
し
た
口
腔
ケ
ア
群

は
、
日
を
追
う
ご
と
に
反
射
時
間
が
短
く
な
っ
て
い
ま

す
。
歯
ブ
ラ
シ
で
歯
ぐ
き
や
粘
膜
を
刺
激
す
る
こ
と

は
、﹁
食
べ
て
飲
み
込
む
機
能
﹂
も
向
上
さ
せ
る
の
で
す
。

口
の
中
を
す
み
ず
み
ま
で
観
察

で
は
実
際
に
歯
を
磨
く
時
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
、
最

も
大
切
な
の
は
﹁
自
分
の
口
の
中
を
よ
く
見
る
こ
と
﹂

仙台オープン病院　歯科
園部　英俊先生

Yoneyama T, Yoshida Y, Mastui T. Sasaki H:Lancet354(9177), 515,1999.
2006 年 11月 20日  厚生労働省  社会保障審議会後期高齢者医療の在り方に
関する特別部会における米山武義氏の資料を引用
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で
す
。
ど
こ
に
汚
れ
が
あ
る
か
、
上
下
の
歯
ぐ
き
の
状
態
は
ど
う
か
、
必
ず

鏡
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
や
み
く
も
に
３
分
間
ゴ
シ
ゴ
シ
す
る
の
で
は
な

く
、
汚
れ
が
落
ち
た
こ
と
を
目
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

歯
ブ
ラ
シ
は
、
ヘ
ッ
ド
が
小
さ
く
、
ナ
イ
ロ
ン
製
で
毛
先
は
平
ら
な
も
の

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
歯
磨
き
剤
は
つ
け
て
も
、
つ
け
な
く
て
も
構
い
ま
せ

ん
。
洗
剤
で
﹁
洗
い
流
す
﹂
と
い
う
よ
り
、
ブ
ラ
シ
を
細
か
く
動
か
し
て

﹁
掃
き
掃
除
を
す
る
﹂
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

歯
の
状
態
に
応
じ
、
歯
間
ブ
ラ
シ
や
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
も
併
用
し
ま
す
。

舌
や
粘
膜
の
汚
れ
は
、
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
な
ど
で
こ
す
り
取
り
ま
す
。

義
歯
の
手
入
れ
も
忘
れ
ず
に
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
義
歯
は
汚
れ
や
細
菌

が
つ
き
や
す
く
、
口
臭
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
食
後
に
は
ず
し
て
流
水
下

で
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
、
洗
浄
剤
に
浸
し
ま
す
。
経
管
栄
養
で
口
か
ら
食
べ
て

い
な
い
方
も
、
口
腔
ケ
ア
は
必
要
で
す
。

介
助
が
必
要
な
方
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
下
に
注
意
点
を
ま
と
め
ま

し
た
。
介
助
す
る
方
が
負
担
に
感
じ
な
い
よ
う
、
無
理
せ
ず
安
全
に
。
ま
ず

は
介
助
者
自
身
の
口
の
中
を
キ
レ
イ
に
す
る
こ
と
。
そ
こ
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。

口
腔
ケ
ア
は
、
家
庭
で
で
き
る
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア
以
外
に
も
、
ぜ
ひ
か
か
り
つ
け
の
歯
科
で
定
期
検
診
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
仙
台
市
の
歯
周
病
健
診
や
介
護
予
防
教
室
な
ど
も
積
極
的
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
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ブラシの使い方

スポンジブラシで舌や口腔粘膜の汚れを
取り除く

●歯ブラシの毛先を歯の面にまっすぐに
当てて揉むような感じでやさしく！

●力を入れてこすると大切な毛先が曲が
って、清掃効果が低下します。
ゴシゴシ磨きでは歯の根元が削れてし
まいます。

❹
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介護老人保健施設　茂庭台豊齢ホーム
施設長 仲田　勲

��

生
�

先生

❺

看護係長
外塚　順子さん

介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み介護施設の取り組み
仙台市医療センターの「茂庭台豊齢ホーム」（太白区茂庭台）は、

リハビリ治療を行う介護老人保健施設です。脳卒中の後遺症がある
方など、病院を退院後、自宅に帰るのが不安な高齢者が自宅復帰を
目指して入所されています。
抵抗力の弱い高齢者にとって、肺炎予防は必要不可欠です。
一番の対策は口腔ケアで、毎食後一人一人の状態を見てケアをし

たり、声を掛けたりしています。チューブで栄養をとっている方
も、朝昼晩のケアは欠かせません。月に1度、歯科専門医に診てもら
い、ケア方法の指導も受けています。
誤嚥対策としては、飲み込む力をつけるための「嚥下体操」を食前

に行っています。
肺炎球菌ワクチンは入所者全員に勧

め、インフルエンザワクチンはスタッ
フを含め施設全体で接種しています。

食後の口腔ケア

食前の嚥下体操

義歯の洗浄

ケアで使う道具は一般家
庭と同じ。小さめの歯ブラ
シか、歯の無い方はスポン
ジです。長時間口を開けて
いるのは大変なので、汚れ
やすいポイントを押さえ
「手早く確実に」。

口の状態は人それぞ
れ。キレイになった
ことを目で確認する
ことが重要。

首、肩、頬、舌を動かすことで、
食事に使う筋肉を刺激し、唾液の
分泌を促します。

汚れのつきやすい義歯は超音波
洗浄機を使って洗います。
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❻

｢肺炎球菌ワクチン」が接種しやすくなった
そうですね。
平成26年10月から、肺炎で亡くなる高齢者の数を

減らすため、肺炎球菌ワクチンが国の制度として「定
期接種」となりました。
これにより、従来は8〜9千円かかっていたワクチン

が、自己負担額5千円で接種できるようになりまし
た。ただし、今年度の接種対象者は下の表に示された
年齢の方に限定されています（表Ⓐ）。

定期接種対象者以外の高齢者は？
その方たちは、「仙台市の任意接種制度」を利用でき
ます。
仙台市は、新型インフルエンザが流行した平成21年

10月から、肺炎球菌ワクチンについて、いち早く助成
を行ってきました。
仙台市内にお住まいの70歳以上の方で、過去に本ワクチ

ンを接種していない方は、この制度の対象になります
（表Ⓑ）。自己負担額は国の定期接種と同額の5千円です。

いつ接種してもいいのですか？
今年度の定期接種対象者は、平成27年3月31日で助

成期間が終了します。インフルエンザが流行すると肺
炎のリスクも高まりますから、早めに接種された方が
いいと思います。
また、高齢になるほど重症化しやすい病気ですから、

今年度の定期接種対象者に該当しない方であっても、
70歳以上の方であれば、仙台市の任意接種制度を利用
し、今のうちに接種しておくことをお勧めします。

どこで接種できますか？
これまでは仙台市内の登録医療機関のみでしたが、

予防接種機会の拡大を図るため、平成26年10月より
広域化が実現しました。
これは、「仙台市内に住んでいる方が、宮城県内のど

の登録医療機関でも接種が受けられる」、また、「仙台
市以外の県内居住者が、仙台市内の登録医療機関でも
接種を受けられる」という制度です。ぜひご利用くだ
さい。

肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン肺炎球菌ワクチン
高齢者を肺炎のリスクから守る「肺炎球菌ワクチン」が、より接種しやすくなりました。
ワクチン接種制度の内容と、仙台市の取り組みを聞きました。

特
集

①　平成26年度中に次の年齢になる方
・65歳（昭和24年4月2日〜昭和25年4月1日生まれ）
・70歳（昭和19年4月2日〜昭和20年4月1日生まれ）
・75歳（昭和14年4月2日〜昭和15年4月1日生まれ）
・80歳（昭和9年4月2日〜昭和10年4月1日生まれ）
・85歳（昭和4年4月2日〜昭和5年4月1日生まれ）
・90歳（大正13年4月2日〜大正14年4月1日生まれ）
・95歳（大正8年4月2日〜大正9年4月1日生まれ）
・100歳（大正3年4月2日〜大正4年4月1日生まれ）
・101歳以上（大正3年4月1日以前の生まれ）
②　60〜64歳で心臓・腎臓・呼吸器の機能障害、ヒト
免疫不全ウイルスによる免疫機能障害のある方

接種日に70歳以上の方（上記の対象者を除く）

肺炎球菌予防接種制度
接種期間：平成26年10月1日から平成27年3月31日まで

Ⓐ
 国
の
定
期
接
種

Ⓑ

自己負担額
5,000円

仙
台
市
の

任
意
接
種

（　      　）
生活保護世
帯、市民税
非課税世帯
の方は無料

※ⒶⒷとも過去に肺炎球菌ワクチンの接種を受けた方は対象外

成人の重症肺炎の原因の約 7割を
占める 23種類の肺炎球菌の型に
効果が認められたワクチン

肺炎球菌

ワクチン
とは

高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る高齢者を肺炎から守る

予防接種に関する問合せ先

仙台市健康福祉局
保健衛生部 感染症対策課

白山　幸喜課長

制度 接種対象者 接種費用

青葉区保健福祉センター家庭健康課 Tel.225-7211㈹
宮城野区保健福祉センター家庭健康課 Tel.291-2111㈹
太白区保健福祉センター家庭健康課 Tel.247-1111㈹
泉区保健福祉センター家庭健康課 Tel.372-3111㈹

宮城総合支所保健福祉課 Tel.392-2111㈹
若林区保健福祉センター家庭健康課 Tel.282-1111㈹
秋保総合支所保健福祉課 Tel.399-2111㈹
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日
本
で
は
希
少
な
専
門
職

﹁
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
﹂

︵
以
下
Ｃ
Ｌ
Ｓ
と
す
る
︶
と
﹁
子
ど
も
療
養
支
援
士
﹂

は
、
医
療
を
受
け
る
子
ど
も
と
家
族
に
対
し
、
心
理

社
会
的
な
ケ
ア
を
す
る
専
門
職
の
こ
と
で
す
。
前
者

は
北
米
、
後
者
は
日
本
の
協
会
が
認
定
す
る
資
格
で

す
が
、
現
在
日
本
の
病
院
で
活
躍
し
て
い
る
人
は
、

ま
だ
少
数
で
す
。

宮
城
県
立
こ
ど
も
病
院
︵
青
葉
区
落
合
︶
に
は
、

東
北
の
病
院
で
唯
一
、
有
資
格
者
が
勤
務
し
て
い
ま

す
。
Ｃ
Ｌ
Ｓ
の
大
塚
有
希
さ
ん
と
、
子
ど
も
療
養
支

援
士
の
才
木
み
ど
り
さ
ん
で
す
。

子
ど
も
の
精
神
的
負
担
は
大
き
い

患
者
に
と
っ
て
入
院
・
治
療
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
と
負
担
を
強
い
ら
れ
ま
す
。
大
人
で
も
気
の

重
く
な
る
経
験
で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
中
に
は
、
不

安
や
恐
怖
を
持
ち
、
ト
ラ
ウ
マ
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
る
前
に
働
き
か
け
、
精
神
的
な
苦

痛
を
軽
減
す
る
の
が
２
人
の
仕
事
で
す
。

入
院
し
て
く
る
子
ど
も
に
、
大
塚
さ
ん
は
﹁
こ
れ

か
ら
お
泊
り
し
て
体
を
治
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
ね
。

初
め
て
の
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
け
れ
ど
、
イ
ヤ
な
こ
と
が
少
な
く
な
る
よ
う

一
緒
に
考
え
る
人
だ
よ
。
楽
し
い
こ
と
も
あ
る
か
ら

一
緒
に
し
よ
う
ね
﹂
と
、
声
を
掛
け
ま
す
。

主
体
的
な
治
療
を
促
す

検
査
・
処
置
の
前
に
は
、
年
齢
や
理
解
度
に
応
じ

た
事
前
説
明
︵
＝
プ
レ
パ
レ
ー
シ
ョ
ン
︶
を
行
い
ま

す
。
院
内
に
は
、
放
射
線
室
や
Ｃ
Ｔ
装
置
な
ど
、
子

ど
も
に
と
っ
て
は
﹁
何
を
さ
れ
る
か
不
安
に
感
じ
る

場
所
や
機
器
﹂
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
で
す
。

才
木
さ
ん
は
、
ま
ず
写
真
や
模
型
を
使
っ
て
﹁
今

か
ら
こ
の
部
屋
に
行
く
よ
。
こ
ん
な
機
械
が
あ
る
け

ど
怖
く
な
い
よ
﹂
と
説
明
し
ま
す
。
そ
し
て
﹁
部
屋

に
は
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
い
て
、
困
っ
た
ら
マ

イ
ク
で
お
話
し
で
き
る
よ
。
こ
こ
は
痛
く
な
い
と
こ

ろ
だ
か
ら
ね
。
動
か
な
い
で
じ
っ
と
し
て
い
る
の
が

今
日
の
お
仕
事
だ
よ
﹂
と
、
本
人
が
﹁
で
き
る
こ

と
﹂﹁
頑
張
る
ポ
イ
ン
ト
﹂﹁
痛
み
の
有
無
﹂
を
必
ず

伝
え
て
い
ま
す
。

処
置
中
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。
特
に
痛
み
を

伴
う
処
置
の
時
は
、
ゲ
ー
ム
や
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
だ

り
、
お
気
に
入
り
の
動
画
を
一
緒
に
見
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
背
中
を
さ
す
っ
た
り
…
。
緊
張

が
和
ら
ぐ
よ
う
、
細
や
か
な
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
る
の
も
大
切
な
仕

事
で
す
が
、
単
に
慰
め
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。﹁
目
指

す
の
は
、
子
ど
も
が
主
体
的
に
治
療
を
受
け
、
家
族

が
自
分
た
ち
の
力
で
前
へ
進
む
こ
と
。
そ
う
い
う
助

言
や
働
き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
﹂︵
大
塚

さ
ん
︶。

﹁
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
﹂﹁
子
ど
も
療
養
支
援
士
」

﹁
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
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﹂﹁
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ど
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」
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」
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療
養
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援
士
」

﹁
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
﹂﹁
子
ど
も
療
養
支
援
士
」

﹁
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
﹂﹁
子
ど
も
療
養
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援
士
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﹁
チ
ャ
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ル
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ラ
イ
フ
・
ス
ペ
シ
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ス
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﹂﹁
子
ど
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療
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支
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士
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医
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受
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る
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と
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受
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受
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受
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受
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医
療
を
受
け
る
子
ど
も
と
家
族
を
精
神
面
で
サ
ポ
ー
ト

宮城県立こども病院
チャイルドライフスペシャリスト

大塚　有希 さん

宮城県立こども病院
子ども療養支援士

才木みどりさん

❼
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地方独立行政法人 宮城県立こども病院
〒989‑3126　仙台市青葉区落合4丁目3‑17

TEL：022‑391‑5111（代）
http://www.miyagi‑children.or.jp/

たまたま見たCLSのドキュメンタリー
番組に感動。アメリカの大学・大学院
で専門を学び、念願のCLS資格を取得
した大塚さん（右）。
保育士時代、受け持ちの子どもの療養
生活を見守った経験から、病院におけ
る心理ケアの必要性を痛感。「子ども療
養支援協会」養成コースの第一期生と
なった才木さん（左）。

❽

出勤すると、まず電子カルテで担当患者の様子を
チェック。その日の検査・処置内容を確認後、
1日の仕事スケジュールを組み立てる。

処置室でのサポート。絵本で遊んでいる間
に痛い注射を終え、「動かないでできたね。
カッコよかったよ」と声掛け。

事前説明や処置サポートの時に使う“七つ道具”。
人形の左にあるのは、CT装置の模型。
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ト
イ
レ
が
近
く
な
る
理
由

﹁
ト
イ
レ
が
近
く
な
っ
た
﹂
と
い
う
悩
み
は

多
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
﹁
尿
の
量
が
増
え
た
﹂

あ
る
い
は
﹁
膀
胱
の
容
量
が
小
さ
く
な
っ
た
﹂

こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

尿
の
量
は
、
飲
食
物
の
種
類
や
量
、
気
候
、

体
温
や
汗
、
便
の
状
態
な
ど
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

膀
胱
の
容
量
が
小
さ
く
な
る
の
は
、
加
齢
変

化
や
、
過
活
動
膀
胱
・
前
立
腺
肥
大
な
ど
の
病

気
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

日
本
泌
尿
器
科
学
会
で
は
、
１
日
８
回
以

上
・
夜
間
１
回
以
上
ト
イ
レ
に
行
く
症
状
を

﹁
頻
尿
﹂
と
定
義
し
て
い
ま
す
が
、
夜
中
に

２
、
３
度
行
っ
て
も
、
本
人
が
そ
れ
を
苦
痛
に

感
じ
て
い
な
け
れ
ば
、
何
の
問
題
も
あ
り
ま
せ

ん
。ど

こ
も
悪
く
な
い
の
に
、
習
慣
か
ら
頻
尿
に

な
る
人
も
か
な
り
い
ま
す
。﹁
ト
イ
レ
を
我
慢
す

る
の
は
体
に
悪
い
﹂
と
思
い
込
み
、
わ
ず
か
な

尿
意
で
す
ぐ
排
尿
す
る
癖
が
付
く
と
、
膀
胱
が

縮
ん
で
、
ま
す
ま
す
頻
尿
に
な
り
ま
す
。
ト
イ

レ
を
我
慢
し
て
も
膀
胱
炎
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

夜
間
頻
尿
の
原
因
と
対
策

高
齢
者
に
多
い
の
は
、
睡
眠
中
に
何
度
も
ト

イ
レ
に
行
く
﹁
夜
間
頻
尿
﹂
で
す
。
統
計
に
よ

れ
ば
、
夜
３
回
以
上
行
く
人
は
70
代
で
３
割
、

金藤
����

博行 先生
（かねとう腎泌尿器科クリニック　院長）

80
歳
を
超
え
る
と
４
割
に
な
る
そ
う
で
す
。

夜
間
頻
尿
の
原
因
は
、﹁
夜
間
多
尿
﹂﹁
膀

胱
容
量
の
低
下
﹂﹁
睡
眠
障
害
﹂
で
す
。

夜
の
尿
量
は
﹁
１
日
の
約
３
分
の
１
﹂
が

正
常
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
加
齢
変

化
や
水
分
の
取
り
過
ぎ
で
、
こ
の
割
合
が
増

え
る
と
﹁
夜
間
多
尿
﹂
に
な
り
ま
す
。
水
分

は
早
い
時
間
帯
に
取
り
、
夕
方
以
降
の
飲

料
・
果
物
は
控
え
め
に
。
カ
フ
ェ
イ
ン
や
ア

ル
コ
ー
ル
︵
特
に
ビ
ー
ル
︶
は
利
尿
効
果
が

高
い
の
で
、
こ
れ
ら
を
や
め
る
だ
け
で
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。
就
寝
前
や
夜
中
は
飲
ま
な

い
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

膀
胱
の
容
量
が
小
さ
く
な
る
の
は
、
加
齢

と
と
も
に
膀
胱
の
伸
展
力
︵
伸
び
縮
み
す
る

力
︶
が
弱
ま
る
か
ら
で
す
。
若
い
時
は
３
０

０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
た
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

に
、
２
０
０
、
１
０
０
と
減
っ
て
く
る
。
伸

展
力
を
つ
け
る
に
は
、
尿
意
を
我
慢
す
る

﹁
膀
胱
訓
練
﹂
が
必
要
で
す
。
肛
門
と
膣
を

ゆ
っ
く
り
締
め
る
﹁
骨
盤
底
筋
体
操
﹂
も
効

果
が
あ
り
ま
す
。
膀
胱
の
反
応
を
抑
え
る
薬

も
効
果
的
で
す
。

眠
り
が
浅
く
な
る
の
も
、
高
齢
者
の
特
徴

で
す
。
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
浅
く
な
る
２
時
間

ご
と
に
起
き
る
人
も
い
ま
す
が
、
ト
イ
レ
か

ら
戻
っ
た
ら
ま
た
眠
れ
て
、
全
体
と
し
て
寝

不
足
で
な
け
れ
ば
心
配
い
り
ま
せ
ん
。
良
質

な
睡
眠
の
た
め
に
は
、
日
中
活
発
に
動
き
、

夜
の
緑
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

過
活
動
膀
胱
・
前
立
腺
肥
大
症
の
サ
イ
ン

頻
尿
が
病
気
の
サ
イ
ン
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
回
数
だ
け
で
な
く
、
切
迫
感
︵
が

ま
ん
で
き
な
い
症
状
︶
が
あ
れ
ば
﹁
過
活
動

膀
胱
﹂
、
尿
に
勢
い
が
無
け
れ
ば
、
50
代
以

降
の
男
性
に
多
い
﹁
前
立
腺
肥
大
症
﹂
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
気
は
薬
の

治
療
が
可
能
で
す
。
泌
尿
器
科
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

頻尿・夜間頻尿

頻尿・夜間頻尿の対策

飲水調整

膀胱訓練

睡眠対策

病気の治療
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ド
ク
タ
ー
訪
問

好 きなことを一途に

唐橋　昌子 先生
（周行会健診クリニック　所長）

内
科
に
い
ま
し
た
。
当
時
は
同
じ
医

局
の
夫
と
、
当
直
や
出
張
を
調
整
し

な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
は
今
、
中
２
・
小
６
・
小
１

の
３
人
。
昔
か
ら
通
っ
て
い
る
喫
茶

店
で
、
家
族
の
ん
び
り
過
ご
す
休
日

が
、
何
よ
り
の
憩
い
で
す
。

６
年
前
か
ら
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
始
め

ま
し
た
。
１
日
中
座
り
仕
事
な
の

で
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
た
め

に
も
週
１
回
ペ
ー
ス
で
通
っ
て
い
ま

す
。同

じ
こ
ろ
か
ら
〝
着
物
熱
〟
も
再

燃
し
ま
し
た
。
写
真
は
、
沖
縄
の
紅

型
作
家
・
城�

�
間�

栄�
�
順�

�
�さ
ん
の
夏
物
帯

で
す
。
作
品
集
で
、
魚
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
帯
に
一
目
ぼ
れ

し
て
…
。
方
々
探
し
て
も
見
つ
か
ら

ず
、
工
房
に
直
接
お
願
い
し
て
染
め

て
い
た
だ
い
た
、
思
い
入
れ
の
あ
る

品
で
す
。

も
と
も
と
沖
縄
が
好
き
で
、
10
年

来
、
夏
休
み
の
家
族
旅
行
は
沖
縄
と

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
好
き
に
な
る

と
、
一
途
な
ん
で
す
ね︵
笑
︶。

柴田　常博 先生
（しばた整形外科　院長）

療
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
場
所
で
幼
少
期
か
ら

育
ち
ま
し
た
。
同
級
生
の
親
御
さ
ん

や
、
幼
い
こ
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
方

と
、
診
察
室
で
久
し
ぶ
り
に
再
会
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。﹁
立
派
に
な

っ
た
ね
﹂
と
﹁
ち
っ
と
も
変
わ
ら
ん

ね
﹂
が
半
々
で
す
が
︵
笑
︶、
地
域

の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
ま
す
。

昔
か
ら
面
白
そ
う
な
こ
と
は
何
で

も
や
っ
て
み
た
い
タ
イ
プ
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
も
、
中
学
で
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
高
校
で
硬
式
テ
ニ
ス
、
大
学

で
ラ
グ
ビ
ー
、
医
者
に
な
っ
て
ゴ
ル

フ
と
、
い
ろ
い
ろ
経
験
し
ま
し
た
。

本
も
よ
く
読
み
ま
す
が
、
特
に
好
き

な
の
は
歴
史
小
説
で

す
。
最
近
で
は
、
高

橋
克
彦
の
﹁
天
を
衝

く
﹂
が
面
白
か
っ
た

で
す
ね
。

知
人
に
誘
わ
れ
、

釣
り
の
面
白
さ
に
も

目
覚
め
ま
し
た
。
釣

っ
た
ヒ
ラ
メ
を
見
よ

▲沖縄の海の世界が広がる「琉球紅型」の帯 ▲50cmのヒラメは「ビギナーズ
ラックです」

﹁
周
行
会
健
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
﹂

は
、
内
科
佐
藤
病
院
の
健
診
部
門
と

し
て
、
２
０
１
２
年
に
独
立
し
ま
し

た
。
街
中
に
あ
っ
て
も
静
か
で
、
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
の
施
設
で
す
。

以
前
は
、
東
北
大
学
病
院
の
心
療

２
０
１
１
年
の
秋
、﹁
大
和
町
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
﹂
内
に
﹁
し
ば

た
整
形
外
科
﹂
を
開
院
し
ま
し
た
。

同
じ
ビ
ル
に
は
、
内
科
・
小
児
科
・

婦
人
科
・
脳
外
科
が
あ
り
ま
す
。
各

先
生
方
と
一
緒
に
、
こ
こ
で
地
域
医

面 白いことは何でも

う
見
ま
ね
で
さ
ば
い
て
み
ま
し
た

が
、
結
構
上
手
で
し
た
よ
。
骨
か
ら

身
を
は
ず
す
の
は
整
形
外
科
の
得
意

分
野
で
す
か
ら︵
笑
︶。
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「つる」というのは、自分の意志とは関係なく筋肉が収縮し続ける状
態で、医学的には「有痛性けいれん」のことです。一般には「こむら返
り」とも言いますが、これは、ふくらはぎ（「こむら」は「ふくらはぎ」を
指す古語）がひっくり返るほど痛むことから来ています。ふくらはぎ以外に、足の裏や手足の指が
つることもあります。

原因は不明な部分もありますが、おおよそ以下のようなこととされています。
第一は「筋肉疲労」です。これは激しい運動とは限りません。むしろ中高年になって久しぶり

にスポーツをしたり、普段歩かない人が旅行で長時間歩いたり…といった場合に多く見受けられ
ます。
二番目は「脱水と電解質異常」です。発汗や脱水症状により、血液中の電解質（カルシウム、ナ

トリウム、カリウムなどのミネラルイオン）のバランスが崩れると、けいれんを起こしやすくなり
ます。
三番目は「冷えなどによる血行不良」です。夜中に足がつるのも、睡眠中は末梢血管が細くな

り、血流が悪化するためです。加齢による筋力の衰えも血行不全の一因です。

つった時に注意してほしいのは、あわてて伸ばそうとしないことです。激しく痛む間はじっと我
慢し、痛みが引いてからゆっくり伸ばします。肉離れになることもありますから、無理に伸ばすの
は禁物です。アイシングも血管を収縮させることになるので逆効果です。
予防策としては、「運動前後の入念なストレッチ」「入浴後や就寝前のマッサージ」「適度の水分

摂取」を心掛けてください。冷やさないことも大切です。運動中は、スポーツドリンクで手軽にミ
ネラル補給をするのもいいかもしれません。

何らかの疾患（糖尿病、閉塞性動脈硬化症など）により、つることもありますが、その場合は必
ず他の症状も伴います。足がつったというだけで心配する必要はあり
ません。
あまり頻繁につるようであれば、「芍薬甘草湯

しゃくやくかんぞうとう

」という漢方薬を処
方します。ただし、むくみや血圧上昇などの副作用が出ることもあ
り、服用については医師とよく相談してください。

健康にまつわるご質問がある方は、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、とじ込みの
はがきでお送りください。なお、採用された方にはクオカードを差し上げます。

※いただいた中から編集部で選考の上、年2回発行の本誌でご紹介します。
※いただいた個人情報は、掲載に関すること以外には使用いたしません。

〜読者から寄せられたご質問に答えるページです〜

お えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えします答

松本不二夫整形外科
院長 松本不二夫 先生

最近、夜中に足がつって痛みで目を覚ますことが何度かあ
りました。運動しているわけでもないのに、なぜつるのでしょ
うか？　病気のサインということはありますか？　対処法・
予防策についても教えてください。

Ｑ

A

ご質問
募集中
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昭和天皇即位大典の記念事業として開設準備を急いでいた仙台市立病院が、昭和5年2月1
日に東二番丁の明治9年建造の旧仙台市庁舎（元裁判所庁舎）で診療を開始する。
西洋医術はますます隆盛で、県立の宮城病院や櫓丁の

仙台区立（貧民）施療院は明治期すでに改組あるいは廃止
されていた。そして時代環境も大きく変り、厳しい地震
津波や不作凶作の中で病気になっても医者にかかれない
人々が多くいた時代があった。医療界や市議会の中では
社会政策としての健康厚生の強化･診療の充実が必要と
されていた。これまで区立病院の開設計画や明治34年に
は市立病院建設計画が出たが実現することはなかった。
昭和初めのあの凄惨な大不況の中で山口龍之助仙台市長や市議会は、｢診療の資に乏しき｣

人々に社会政策として軽費診療を基とする病院経営を考えた。施療あるいは結核療養施設の
急設が先との反対者もいた。市議会では大石倫治、佐々木幸助、沼沢喜代治、杉村多利治
ら、市民代表として加藤豊治郎、木村辰二、伊澤平左衛門の10名を病院委員に任命、計画に
沿って準備が進められた。設備費10万円は起債にし、一見赳夫病院長、田上実副院長ら医師
7名と山崎ゆきよ看護婦ら7名、事務4名での発足であったという。開院１ヵ月で外来患者
400名超、往診や手術と予想以上の患者数で多忙となり、その後の発展は急速であった。
病院創立10年を機に病院改築が院長と渋谷徳三郎市長の間で合意され市議会も賛成、鉄筋

コンクリート改築4カ年計画60万円（のち追加あり）を可決する。地下1階正面5階、一部3
階、病床数170で医師20、看護婦28、同見習23、付添婦30、薬剤師3、事務職員11その他の
計147名で再出発した改築落成式は14年11月19日であった。昭和20年7月仙台空襲の戦火を
受け本館だけが残る。時計塔のある市本庁舎とともに市街地復興のシンボルでもあった。そ
の後病棟の4期にわたる増改築、全事業が完了したのは30年である。
創立30周年の35年2月には病床320、医師・看護婦助産婦103、薬剤師5、事務員・職員

93、全201名の陣容で、32年間市立病院一筋の一見赳夫
院長が松木光彦院長と交代するのは37年6月である。翌
38年3月病院改革問題が討議されるなどして、救急病院
となる。新産業都市を目指し高度経済成長と騒がれる中
で多くの市民から大きな信頼を得ていた。
街中の特殊環境からか騒音や建物の老朽化が激しく、

現代医学に対応する新病院建設が必要と総工費約94億円
で2年の歳月をかけ清水小路の旧三島学園跡地に完成す
るのは昭和55年。2次・3次の救急・高度・教育医療機関の機能を果たすための仙台圏中核
的総合病院として7月1日診療を開始した。平成9年2月病院経営理念を｢開かれた病院｣｢患者
中心の医療｣｢意欲的な病院｣と制定したが、これは医の原点を覚えた病院機能評価機構によ
る認定に繋がる。しかし医療環境の変化の急伸で、建物・施設の老朽化が進み・利用者のさ
らなる要望に応えるために16年から移転新築を前提に新病院建設の検討が始まった。
市民からパブリックコメントを募集し基本計画説明会も開いた。新たにまた更に充実する

政策的医療を明確にし、四大疾病への対応
強化策を打ち出した。26年7月「あすと長町｣
北部に免震構造地上11階の新病院が総事業
費325億円をもって完成、政策的医療の積極
的な追行と市民の生命・健康と安心安全を
支える役割を果たし市民・地域とともに歩
もうと仙台市立病院が11月1日診療を開始し
たのである。

（仙台郷土研究会会員　伊勢　民夫）

仙
台
歴
史
を
歩
く

再
新
生

再
新
生
･･仙
台
市
立
病
院

仙
台
市
立
病
院
のの
8585
年年

創立当時の病院前景

昭和35年2月当時の病院全景

あすと長町北部に建設された新病院昭和55年、旧三島学園跡地に完成
した病院
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市
民
医
学
講
座
か
ら

C
A
L
E
N
D
A
R

市
民
医
学
講
座

仙
台
市
・
仙
台
市
医
師
会

仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー・仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

︹
問
い
合
わ
せ
︺仙
台
市
医
師
会

Tel.︵
2
2
7
︶1
5
3
1

仙
台
市
と
仙
台
市
医
師
会
が
共
催
す
る

﹁
市
民
医
学
講
座
﹂
は
、
専
門
分
野
の
第

一
人
者
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
新

し
い
情
報
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
公
開
講

座
で
す
。

毎
月
１
回
開
催
。
各
回
の
模
様
は
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
︵
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
仙
台
キ
ャ
ベ

ツ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
-Ｖ
︶
で
も
放
送
し
ま
す
。

※
開
催
場
所
は
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
・

仙
台
市
医
師
会
館
２
階
ホ
ー
ル

︵
仙
台
市
若
林
区
舟
丁
64
l

12
︶

※
ア
エ
ル
５
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

︵
応
募
申
込
み
は
締
め
切
り
ま
し
た
︶

※
開
催
場
所
は
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
・

仙
台
市
医
師
会
館
２
階
ホ
ー
ル

︵
仙
台
市
若
林
区
舟
丁
64
l

12
︶

⓭

12
月
13
日︵
土
︶14
時
〜

感
染
症
を
防
ご
う
〜
微
生
物
の
こ
と
を

知
り
、
手
洗
い
の
し
か
た
を
学
ぼ
う
〜

賀
来
　
満
夫
 先
生

１
月
10
日︵
土
︶13
時
40
分
〜

第
500
回
市
民
医
学
講
座
記
念
講
演
会

大
規
模
災
害
と
大
学
の
役
割

里
見
　
進
 先
生

「聞
く
力
﹂
の
力

阿
川
佐
和
子
 氏

２
月
19
日︵
木
︶13
時
30
分
〜

認
知
症
に
つ
い
て

加
藤
　
伸
司
 先
生

変
形
性
膝
関
節
症
に
つ
い
て

︵
９
月
18
日
／
仙
台
赤
十
字
病
院
第
一
整

形
外
科
副
部
長
　
大
沼
正
宏
先
生
︶

ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
︵
運
動
器
症

候
群
︶
に
な
ら

な
い
よ
う
、
普

段
か
ら
足
腰
を

鍛
え
て
ほ
し
い
。

運
動
器
に
障
害

の
あ
る
人
は
治

療
を
受
け
、
自

力
で
﹁
立
つ
﹂﹁
歩
く
﹂﹁
転
ば
な
い
﹂

を
目
標
に
頑
張
っ
て
。

変
形
性
膝
関
節
症
の
治
療
は
、
保
存

療
法
と
手
術
が
あ
る
。
薬
物
療
法
︵
消

炎
鎮
痛
剤
、
関
節
内
注
射
︶、
温
熱
療

法
︵
血
流
改
善
︶、
装
具
療
法
︵
膝
の

向
き
調
節
︶、
運
動
療
法
︵
筋
肉
強
化
、

柔
軟
性
維
持
︶
で
痛
み
を
和
ら
げ
る
こ

と
は
で
き
る
。
手
術
︵
骨
切
り
、
人
工

関
節
置
換
︶
を
す
れ
ば
痛
み
は
取
れ
る

が
、
リ
ス
ク
も
伴
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
の
上
手
な
つ
き
あ
い
方

︵
10
月
16
日
／
東
北
会
病
院
入
院
診
療
部

長
　
奥
平
富
貴
子
先
生
︶

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
脳
の
働
き
を
ま
ひ

さ
せ
る
﹁
ド
ラ
ッ
グ
﹂
の
一
つ
で
あ
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
関
与
す
る
病
気
は
、

脂
肪
肝
、
高
脂
血
症
、
う
つ
病
な
ど
60

以
上
あ
る
。
家
庭
内
暴
力
、
飲
酒
運
転

な
ど
社
会
問
題
の
原
因
に
も
な
る
。

依
存
症
患
者
は
１
０
９
万
人
と
言
わ

れ
る
が
、
治
療

を
受
け
て
い
る

の
は
５
万
人
に

過
ぎ
な
い
。
ス

ト
レ
ス
や
不
眠

で
飲
む
の
は
逆

効
果
。
適
量
を

守
り
、
食
事
と

一
緒
の
楽
し
い

お
酒
に
。
未
成

年
、
妊
娠
・
授
乳
中
の
飲
酒
を
禁
じ
て

い
る
の
は
、
医
学
的
根
拠
が
あ
る
か
ら
。

糖
尿
病
の
新
し
い
薬
物
治
療

︵
11
月
20
日
／
さ
が
ら
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
　
相
良
幹
雄
先
生
︶

糖
尿
病
の
治
療
に
は
、﹁
食
事
療

法
﹂﹁
運
動
療
法
﹂
が
欠
か
せ
な
い
。

肥
満
度
・
野
菜
摂
取
量
・
歩
数
・
食
塩

摂
取
量
か
ら
見
る
と
、
宮
城
県
民
の
生

活
習
慣
に
は
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

内
服
治
療
薬
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ス

リ
ン
の
分
泌
を
促
す
﹁
Ｄ
Ｐ
Ｐ
４
阻
害

剤
﹂、
余
分
な
糖
を
排
泄
さ
せ
る
﹁
Ｓ

Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
剤
﹂
な
ど
、
新
薬
登
場

で
選
択
の
幅
が

広
が
っ
た
。
食

事
療
法
と
運
動

療
法
を
し
な
が

ら
、
病
態
に
合

っ
た
薬
を
調
節

し
、
血
糖
・
体

重
・
血
圧
・
血

清
脂
質
を
良
好

値
に
保
ち
た
い
。

ケーブルテレビ放送番組

肺がん
1月

めまい症

2月

3月

側わん症

仙台市医師会では、ケーブルテレビを活用して
医療と健康についての番組を放送しています。

■「妊娠から出産まで」
柿坂はるか 先生（11月の放送より）

■「前立腺」
佐藤　　信　先生（12月の放送より）

市民医学講座 1時間番組
■J：COM仙台キャベツ（4チャンネル）
月曜 18:00～ 金曜 20:00～
土曜 8:00～

■CAT‑V（4チャンネル）
火曜 16:00～ 木曜 16:00～

仙台市医師会広報番組
（家庭の医学）30分番組

■J：COM仙台キャベツ（4チャンネル）
火曜 18:00～ 土曜 20:00～
日曜 9:00～

■CAT‑V（4チャンネル）
火曜 10:00～　木曜 10:00～

てとてとて39号̲09‐14̲.  平成 26/12/19  15:40  ページ 5



役立ててください。こんな行事、あんな行事。仙台市内の医療と保健・福祉

⓮

仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
5
2
︶1
1
1
1

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
8
1
︶3
1
9
0

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

初
期
救
急
医
療
機
関
案
内
電
話
番
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
3
4
︶5
0
9
9

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
2
１
4
︶5
0
9
7

宮
城
県
地
域
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
医
療
相
談

コ
ー
ナ
ー

仙
台
市
医
師
会

要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
が
、
よ
り
自

立
し
て
家
庭
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
医

療
・
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
介
護
が
困
難
な
場
合
な
ど

数
日
程
度
の
短
期
入
所
︵
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
︶
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団
で
は
、休
日･

夜
間
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
市
内
の
医

療
機
関
の
電
話
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
受
付
時
間

平
日
　
／
午
後
７
時
〜
翌
朝
７
時

土
曜
　
／
午
後
２
時
〜
翌
朝
７
時

休
日
※
／
午
前
９
時
〜
翌
朝
７
時

※
休
日
↓
日
曜
、国
民
の
休
日
、年
末
年

始
。た
だ
し
、診
療
科
･
時
間
帯
に
よ
り

ご
案
内
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

2
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
 ６
５
、８
８
０
円︵
税
込
︶

●
月
〜
火
コ
ー
ス
、
水
〜
木
コ
ー
ス

午
前
８
時
か
ら
受
付
、
翌
日
午
後
１
時
頃
終
了

●
木
〜
金
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
、

翌
日
午
後
3
時
30
分
頃
終
了

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

当
健
診
セ
ン
タ
ー
は
安
心
し
て
質
の
高

い
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
施
設
と

し
て
、
日
本
ド
ッ
ク
学
会
よ
り
﹁
人
間

ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能
評
価
﹂
に
認
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
病
院
併
設

の
利
点
を
生
か
し
、
受
診
後
の
精
密
検

査
や
治
療
が
必
要
な
と
き
は
当
院
で
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

1
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
 ３
７
、８
０
０
円︵
税
込
︶

●
月
・
火
・
水
・
木
・
金

午
前
7
時
45
分
受
付
、
午
後
１
時
頃
終
了

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

全
大
腸
内
視
鏡
検
査
、ピ
ロ
リ
菌
検
査
、

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
。
心
臓
超
音
波
検
査
、

動
脈
硬
化
検
査
な
ど
を
ご
用
意
。

大
腸
が
ん
検
診

︵
免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
検
査
︶

１
、６
２
０
円︵
税
込
︶

検
診
費
用
 ２
１
、６
０
０
円︵
税
込
︶

検
査
時
間
は
40
分
く
ら
い

レ
ディ
ー
ス
ド
ッ
ク

乳
が
ん
検
診
   ５
、４
０
０
円︵
税
込
︶

子
宮
が
ん
検
診
５
、６
５
７
円︵
税
込
︶

●
火
・
水
の
い
ず
れ
か
午
前
10
時
45
分
受
付

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

１
日
７
時
間
程
度
、
機
能
訓
練
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
日
常
生
活
訓
練
を
行

い
、
食
事
、
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日︵
土・祝
祭
日
を
除
く
︶

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
定
員
40
名

●
送
迎
地
域
︵
希
望
の
場
合
）：
長

町
、
八
木
山
、
秋
保
、
愛
子
、
名
取
市

の
一
部
︵
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
︶

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
入
所

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴

覚
士
が
自
宅
を
訪
問
し
、
心
身
機
能
の

維
持
・
改
善
と
日
常
生
活
動
作
の
向
上

に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
日

月
曜
日
〜
金
曜
日︵
土・祝
祭
日
を
除
く
︶

宮
城
県
休
日･夜
間
診
療
案
内

24
時
間
対
応
の
電
話
自
動
音
声
と
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
、宮
城
県
内
の
休
日
当
番

医
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
等
の
診

療
科
目
、医
療
機
関
名
、住
所
、電
話
番

号
、診
療
時
間
を
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

T
E
L︵
２
１
６
︶９
９
６
０

な
お
、
休
日
当
番
医
情
報
や
そ
の
他
の

情
報︵
県
内
感
染
症
情
報
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
情
報
等
︶は
、当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
m
ic.or.jp/

診
療
に
関
す
る
相
談
窓
ロ

医
師
と
医
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と

が
、共
同
し
て
疾
病
を
克
服
し
、医
師
、

●
受
付
時
間
：
平
日
午
前
９
時
〜
12

時
、
午
後
１
時
〜
３
時
︵
電
話
ま
た
は

面
談
。
但
し
面
談
は
予
約
制
︶
原
則
30

分
以
内
。

●
相
談
内
容
：
医
療
に
つ
い
て
、
ど
こ

に
相
談
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
場

合
や
近
く
の
医
療
機
関
を
知
り
た
い
場

合
等
の
一
般
的
な
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
相
談
は
、
専
任
の
看
護
師
が
受
け

て
お
り
ま
す
。
病
気
の
診
断
や
治
療
に

関
す
る
相
談
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

仙
台
市
健
康
福
祉
局
保
健
医
療
課

T
E
L︵
２
１
４
︶０
０
１
８

表紙の言葉 お食事前の嚥下体操で、ごはんを美味しく安全に！

宮
城
県
女
医
会

女
性
医
療
相
談

女
性
の
健
康
を
心
身
両
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
医
師
が
対

応
し
ま
す
。
完
全
予
約
制
で
す
の
で
電

話
を
い
た
だ
い
た
後
、
担
当
者
か
ら
相

談
の
日
時
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
電
話
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

電
話
受
付

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

T
E
L
０
９
０
-７
０
７
５
-２
５
２
５

相
談
日
時
 毎
週
土
曜
日︵
完
全
予
約
制
︶

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

相
談
会
場
  エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台

※
都
合
に
よ
り
相
談
室
に
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
場
合
は
電
話
で
そ
の
旨
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

居
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
豊
齢

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
8
1
︶3
1
9
0

居
宅
介
護
支
援
事
業
と
し
て
主
治
医
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

患
者
間
の
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
こ
と

を
目
的
と
し
て﹁
診
療
に
関
す
る
相
談

窓
口
﹂を
仙
台
市
医
師
会
内
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sendai.m
iyagi.m
ed.or.jp/

脳
検
診︵
M
R
I・M
R
A
︶

健
診
セ
ン
タ
ー
　
人
間
ド
ッ
ク
係

T
E
L︵
２
５
２
︶
１
１
１
１

︵
内
線
３
５
０
１
︶

http://w
w
w
.openhp.or.jp

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

編集後記
円安株高、解散総選挙とあわただしい年の瀬を迎えております。世界に目を

向ければエボラ出血熱の流行など医療保健の世界も新しい危機に直面してい
ます。ペニシリンなどの抗生剤の開発とともに人類が勝利を収めたかにみえた
感染症ですが、近年再び新たな戦いが始まったようです。今号は高齢者の新た
な脅威となっている肺炎予防の特集です。日常の細やかな気配りが肺炎予防に
つながります。また、病院で病気の子供を支える新しい専門職のご紹介もあり
ます。ご一読いただきご参考にしていただければ幸いです。

（仙台市医師会医政広報部　草刈千賀志）

感想・ご意見、投稿をお待ちしています。
「てとてとて」編集部宛お寄せください。

〒984−0806 仙台市若林区舟丁64−12
仙台市医師会 医政広報部 宛

誌名「てとてとて」の意味は、「家族を含めた患者さんと医師、
そして行政の三者の手の強い結びつき」を表しています。

本誌の複写・転載については、仙台市医師会にご相談ください。
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39高らかな音に想いを込めて

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
日
曜
日
、今

日
は
、仙
台
の
街
が
ジ
ャ
ズ
の
音
色
に
包

ま
れ
る
第
24
回
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ

ャ
ズ
フェス
テ
ィ
バル
で
す
。

こ
こ
榴
ヶ
岡
公
園
で
は
４
カ
所
の
ス
テ

ー
ジ
で
演
奏
が
あ
り
、多
く
の
人
た
ち
が

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

公
園
中
央
に
あ
る
ス
テ
ー
ジ
、憩
い
と

に
ぎ
わ
い
の
広
場
に
は
仙
台
医
療
セ
ン

タ
ー
の
先
生
方
と
Ｏ
Ｂ
で
結
成
さ
れ
た
、

﹁
Ｖ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
﹂の
メ
ン
バ
ー
が
い
よ
い
よ
登

場
で
す
！

﹁
ス
イ
ッ
チ
 イ
ン
タ
イ
ム
﹂で
始
ま
っ
た

13
人
の
メ
ン
バ
ー
が
織
り
な
す
音
の
深
み

が
、一
瞬
に
し
て
ジ
ャ
ズ
フ
ァ
ン
た
ち
を
惹

き
つ
け
ま
す
！

軽
快
な﹁
ウ
ォ
ー
タ
ー
メ
ロ
ン
マ
ン
﹂に

手
拍
子
が
広
が
り
、常
連
の
ファ
ン
は
も

ち
ろ
ん
、子
供
た
ち
も
と
て
も
楽
し
そ

う
で
す
。散
歩
中
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
も
心
の

中
で
ス
ウ
ィ
ン
グ
!?
公
園
の
木
々
や
太

陽
の
光
ま

で
も
セ
ッ

ション
し
て

い
る
よ
う

な
、素
敵

な
空
間
と

時
間
を
感

じ
ま
す
。

サ
ッ
ク

ス
奏
者
の

バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
齋
藤
泰
紀
先
生
も
、

﹁
外
で
皆
さ
ん
の
前
で
演
奏
で
き
る
の
は

本
当
に
気
持
ち
い
い
で
す
よ
﹂と
、ジ
ャ
ズ

フェス
の
空
気
感
に
笑
顔
で
。

グ
ル
ー
プ
結
成
の
き
っ
か
け
は
、患
者

さ
ん
の
た
め
の
ロ
ビ
ー
コン
サ
ー
ト
で
し
た
。

結
成
15
年
の
間
で
ジ
ャ
ズ
フェス
テ
ィ
バ

ル
へ
の
参
加
は
11
回
目
を
数
え
、今
年

も
患
者
さ
ん
た
ち
が
聴
き
に
来
て
く
れ

て
い
ま
す
。

﹁
緩
和
ケ
ア
で
も
患
者
さ
ん
と
ジ
ャ
ズ

フェス
の
こ
と
を
話
し
ま
す
ね
﹂と
、ト
ラ

ン
ペッ
ト
の
高
橋
通
規
先
生
。

短
い
練
習

時
間
の
な
か

で
、だ
ん
だ
ん

と
曲
に
一
体

感
が
表
れ
て

く
る
楽
し
さ

も
醍
醐
味
！

と
皆
さ
ん
。

演
奏
終
了
後

の
宴
も
反
省
と
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
は
も

ち
ろ
ん
、と
こ
と
ん
楽
し
む
音
楽
の一日

で
す
。

鮮
や
か
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
て
い
く

ひ
と
と
き
も
、い
よ
い
よ
ラ
ス
ト
の
曲
。ひ

と
き
わ
盛
り
上
が
る﹁
マ
ン
ボ
ズ
ビ
ー
ト
﹂

に
ノッ
て
、ま
た
来
年
の
出
会
い
を
約
束

し
て
い
る
よ
う
な
音
が
心
に
刻
ま
れ
ま

し
た
！

古紙配合率70％の再生紙を
使用しています。
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